
領域 科目名 単位 時間数 対象学年 開講期間 担当講師 

専門基礎分野 
疾病論Ⅲ 

（知覚・運動） 
2 60 1年次 10月 

幸崎弥之助 

中川隆志 

橋本伸朗 

榮木大輔 

上村尚樹 

牧野公治 

授業概要 

疾病の成り立ちと回復の促進について理解し、病因と病変の特徴及び系統別疾患の病態・検査・診

断・治療について学ぶ。 

到達目標 

知覚・運動における疾患の病態・治療・検査について理解する。 

使用教材 

テキスト 系統看護学講座 専門Ⅱ 成人看護学[７] 脳・神経；医学書院 

     系統看護学講座 専門Ⅱ 成人看護学[10] 運動器 ；医学書院 

     系統看護学講座 専門Ⅱ 成人看護学[13]  眼    ；医学書院 

     系統看護学講座 専門Ⅱ 成人看護学[14] 耳鼻咽喉；医学書院 

     系統看護学講座 専門Ⅱ 成人看護学[12] 皮膚  ；医学書院 

考文献等  

その他   

評価 

 筆記試験 

授業計画 

時間・回数 授業内容 方法 

脳神経疾患  

 

講義 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

13時間・7回 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6時間・3回 

 

 

 

 

 

 

 

 

1.症状とその病態生理 

1)脳神経障害に伴う症状と病態生理について 

 意識障害、高次機能障害、運動機能障害、感覚機能障害、 

 反射運動障害、頭蓋内圧亢進症状、髄膜刺激症状 

2.神経内科における主な検査と治療処置・疾患 

1)検査  (1)神経学的検査 

(2)補助的検査法（髄液検査、脳波検査、SPECTなど） 

2)治療  (1)内科的治療法（薬物治療、ｔ-PA、その他） 

3.疾患の理解 

1)脳血管障害 (1)脳梗塞 

2)感染症 (1)脳炎 (2)髄膜炎 

3)ギランバレー症候群 

4)変性疾患 (1) パーキンソン病 (2) 筋萎縮性側索硬化症 

5)進行性筋ジストロフィー   重症筋無力症 

6)圧迫性神経障害 

7)自律神経失調症 

3.脳神経外科における主な検査と治療処置・疾患 

1)検査 

(1) 脳血管撮影、ＣＴ、ＭＲＩ 

2)治療 

(1) 外科的治療法（開頭手術、穿頭術、V-Pシャント術） 

3)疾患の理解 

(1)脳血管障害 ①クモ膜下出血   ②脳内出血  (2)脳腫瘍 

1時間・1回 筆記試験 45分間 （神経内科の講義時間にプラス 1時間） 

（脳神経疾患は試験時間合わせて 20時間） 
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時間・回数 授業内容 方法 

運動器疾患  

講義 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

19時間・10回 

 

 

1.症状とその病態生理 

1)運動器障害に伴う症状と病態生理 

 (1)形態異常・変形    (2)関節拘縮    (3)異常歩行・跛行 

 (4)運動麻痺       (5)知覚障害    (6)疼痛 

2.検査と治療・処置 

1)検査 

 (1)画像検査  (2)骨密度の測定 (3)電気生理学的検査  

(4)関節鏡検査（その他） 

2)治療・処置 

 (1)保存療法  (2)理学療法と作業療 (3)手術療法 (4)義肢と装具 

3.疾患の理解 

1)外傷性（外因性）の運動器疾患 

 (1)骨折 (2)脱臼 (3)捻挫および打撲 (4)神経の損傷  

(5)筋・腱・靭帯などの損傷 

2)内因性（非外傷性）の運動器疾患 

 (1)先天性疾患  (2)骨・関節の炎症性疾患    

(3)骨腫瘍および軟部腫瘍  (4)代謝性骨疾患 

 (5)筋・および腱の疾患 (6)神経の疾患 

 (7)上肢および上肢帯の疾患  

(8)脊椎の疾患 腰部脊柱管狭窄症、椎間板ヘルニア、骨粗鬆症、 

脊髄損傷 

 (9)下肢および下肢帯の疾患  

 (10)関節リウマチ 

1時間・1回 筆記試験 45分間 

（運動器疾患は試験時間と合わせて 20時間） 

 

 

感覚器疾患(眼) 

6時間・3回 1.症状とその病態生理 

1)視機能に関連した症状 

 (1)視力障害     (2)視野異常   (3)色覚異常 

２）視機能に関連しない症状 

 (1)充血       (2)流涙     (3)眼脂    (4)羞明 

2.検査と治療・処置 

1)検査 

 (1)視力検査     (2)視野検査   (3)眼球運動の検査 

2)治療・処置 

 (1)点眼法  (2)光凝固  (3)硝子体手術  (4)角膜移植術 

3.疾患の理解 

1)機能の障害 

 (1)屈折調節の異常 

2)部位別の疾患 

 (1)流行性角結膜炎  

 (2)眼底の疾患（糖尿病網膜症、網膜剥離、網膜症） 

 (3)水晶体の疾患（白内障、緑内障） 

 

講義 
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感覚器疾患（耳鼻咽喉）  

7時間・4回 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1.耳科学における病態生理と検査・治療・処置疾患の理解 

1)耳科疾患に伴う症状と病態生理 

(1)難聴      (2)耳鳴        (3)眩暈 

2)疾患 

   (1)中耳炎     (2)メニエール病  

3)検査 

   (1)聴力検査   (2)平衡機能検査  (3)耳管通気検査 

4）耳科疾患における治療 

 (1)鼓室形成術 

2．鼻科学における病態生理と検査・治療・処置疾患の理解 

1)鼻科疾患に伴う症状と病態生理 

 (1)鼻閉     (2)嗅覚障害   (2)鼻出血 

2) 疾患 

  (1) 副鼻腔炎 

3）検査 

 (１) 副鼻腔検査  (2)臭覚検査 

4）鼻科疾患における治療 

 (1) 副鼻腔手術 

3.口腔、咽頭、喉頭科学における病態生理と検査・治療・処置疾患の理解 

 1）口腔、唾液腺、咽頭疾患に伴う症状と病態生理 

  (1)咽頭痛 (2)呼吸障害 (3)知覚障害 

 2)喉頭にあらわれる症状と病態生理 

  (1)音声・言語障害 

 3)疾患 

  (1)口腔疾患 味覚障害   (1)咽頭疾患 

  (3)唾液腺疾患  (4)喉頭疾患 

４．嚥下障害 

講義 

 

 

講義 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1時間・1回 筆記試験 45分 

筆記試験は感覚器（耳鼻咽喉）に含む 

 

感覚器疾患（皮膚）  

講義 6時間・3回 

 

1.症状とその病態生理 

1)発疹、掻痒、皮膚の老化 

2.検査・治療・処置 

1)皮膚科的検査法、病原微生物の検査法、病理組織検査法 

2)外用療法、全身療法、理学療法、手術療法 

3.疾患 

1)表在性皮膚疾患 

  (1)湿疹・皮膚炎   アトピー性皮膚炎  接触皮膚炎 

  (2)蕁麻疹 

  (3)水泡症      天疱瘡、水泡性類天疱瘡 

(4)炎症性角化症   乾癬 

時間・回数 授業内容 方法 
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 (4)炎症性角化症   乾癬 

2)真皮・皮下脂肪組織および皮膚附属器の疾患 

  (1)毛髪の疾患  脱毛症 

3)物理・化学的皮膚障害    熱傷 

4)腫瘍   皮膚腫瘍 

5)感染症 

  (1)一般細菌感染症    蜂窩織炎 

  (2)ウイルス感染症    帯状疱疹 

  (3)寄生虫・動物が関与する疾患   疥癬 

6)その他 中毒疹 

 

 

1時間・1回 筆記試験は眼科・耳鼻科・皮膚科合わせて実施。筆記試験感覚器（耳鼻

咽喉）に含む 

 

備考 

感覚器疾患（眼）事前学習：DVD「目で見る医学の基礎第２版 皮膚・感覚器系」を視聴しておく 

 

 

 


